
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

か わ に し 
精華町立川西小学校 ｜              検 索 

【めざす 児童像】 

よく学び 心豊かで 元気な子 

 

 

精華町立川西小学校 学校だより 

令和８年 7 月 17 日 夏休み特別号 

‘有意義
早々に梅雨が明け、まぶしい日差しの夏がやってきま

した。川西小の子どもたちは約 70日間の 1学期を元気に

力いっぱい過ごし、本日、終業式を迎えました。まず

は、一人一人の子どもたちの頑張りを心から称えたいと

思います。  

さて明日から 40 日間の長い夏休みがスタートします。

よく「有意義な夏休みを過ごしてください」という言葉

を耳にしますが、私は子どものころ、「有意義に夏休みを

過ごすとは一体どういうことなのだろうか？」と悩んだ

経験があります。小学生時代、夏休みが始まるときは胸

が高鳴っていたのですが、10日も経てば暇になり、早く

学校に行きたいとよく思っていたものです。 

辞書によると、有意義とは「意義のあること。意味・

価値のあること。また、そのさま。」とあります。では意

義のある夏休み、意味・価値のある夏休みとはどういっ

た夏休みなのでしょうか？ 

以前に読んだ本でこんな話がありました。 

ある先生が子どもたちに「先生はこの地図帳に載って

いる日本のすべての山に登ります。」と宣言しました。そ

の地図帳にいくつの山が載っていたのかは分かりません

が、国土地理院は日本の主な山岳を 1003 山としているそ

うです。その先生はもともと登山が好きだったので、毎

週日曜日（当時は週休日が日曜日だけでした）になると

山へ出かけたそうです。 

初めは颯爽と登山を楽しんでいたものの、その道のり

は決して平坦ではありませんでした。登っても登っても

目標到達は遠く・・・。北は北海道から南は九州・沖縄

まで、果てしない山の数。登山を続ける中、その先生は

「私は何のために続けているのだろうか…。」と悩むこと

もあったそうです。しかし子どもたちと約束した手前、

どんなに辛くとも諦めず登山は続けたそうです。 

そんな日々を過ごし、何年か経ったある日、その先

生はとうとう地図帳に乗っている最後の山にたどり着

きました。最後の登山を一歩一歩踏みしめ、最後の山

を感無量の思いで登りました。 

そして、いよいよ頂上へ。見渡す風景は素晴らしい

ものだったと思いますが、先生の目には涙があふれそ

の風景を目にするまで時間がかかったそうです。それ

より、先生の胸に込み上げてきたのは、長い年月をか

けて積み重ねてきた努力の日々だったそうです。 

初めは楽しかった登山でしたが、果てしなく立ちは

だかる山々を前に、時には疑問を抱き、時には挫折し

そうになり、悩みや葛藤でいっぱいになったことでし

ょう。休日やお金の使い方にも大いに悩まれたことと

思います。そんな決してプラスの思いばかりでない中

でしたが、目標を諦めず、最後の山を踏破したとき、

登山にかけた日々や、諦めなかった心など、その過程

すべてがかけがえのない価値をもつものになったと思

われます。 

私は有意義な夏休みとは、特別な成果を残すことで

はなく、自分なりの目標や挑戦を積み重ね、その過程

を大切に過ごすことではないかと思います。夏休みは

特別なことをしなければならない期間ではありませ

ん。毎日続けたこと、挑戦したこと、家族と過ごした

時間、その一つ一つが子どもたちの成長につながりま

す。40 日間の夏休みを経て、一回り成長した子どもた

ちと 2学期に再会できることを楽しみにしています。  

暑さの厳しい日々が続きます。どうぞ健康と安全に

十分留意され、ご家族皆様で充実した夏休みをお過ご

しください。 

1 学期間、本校の教育活動にご理解とご協力をいただ

き、誠にありがとうございました。 

 

校長  叶  剛史    

 

夏季休業中の学校の電話受付は午前 8

時 30 分～午後 5 時までとなります。 

また、学校閉鎖日のおける緊急連絡先

は、下記のとおりとなりますので、よろ

しくお願いします。 

【平日】精華町役場学校教育課 

  ９５－１９０６ 

【土日・祝日・夜間】精華町役場 

９４－２００４  

変更がある場合は、さくら連絡網等でお知らせします。 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

27 （木） 短縮3校時　始業式 11:15

28 （金） 短縮3校時　ライトダウンデー 11:15

29 （土） 　

30 （日） 　

31 （月） 短縮5校時　給食開始 13:30

学校閉鎖　8/8(土)～8/16(日)

日 曜日 行　　事　　等
下校時刻

夏季休業　7/18(土)～8/26(水)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
２学期の始業式は、８月 27 日

（木）です。いつも通りの時刻

に登校班で登校します。また、

当日は、新しい教科書を配布し

ます。  

◆ 持ち物：上ぐつ  

体育館シューズ 

筆記用具 

連絡帳 

夏休みの宿題 等   

◆ 下 校：11：15 頃 

（短縮３時間授業） 

 

 

 ８月 27 日(木) 始業式 

    31 日(月) 給食開始 

 ９月 25 日(金) 授業参観 

10 月 17 日(土) 運動会 

        ＜予備日 21 日(水)＞ 

    19 日(月) 振替休業日 

12 月 17 日(木)～22 日(火) 

            個別懇談会 

    24 日(木) 終業式 

 

※ 社会見学は日程等決まり次第 

お知らせします。 

※ 変更がある場合は、さくら連絡網

等でお知らせします。 

右の表は、全国学校図書館

協議会が毎年選んだ「夏休み

の本」です。 

「夏休みの本」は、夏休み

の間に読書に親しみ、多くの

読書をすすめるために選んだ

図書のリストです。 

夏休みにこそ読める長編、

気軽に読める短編、夏の季節

を味わえる図書などを小学校

の低・中・高学年ごとに８冊

ずつ紹介されています。 

長い夏休み、是非お子さん

に薦めてあげてください。 

１・２年生 ３・４年生 ５・６年生

パンケーキ100まいたべたいの パンツのひもゆるざえもん まるみかん大一番

ひっくりかえるだいさくせん お元気部屋へようこそ あの日、ともに見上げた空

ウィンのまほう ちるるのシンフォニー 万丸食堂、奇跡のソフトクリーム

のこったスイカはだれのもの ダニーさんのちゃぶだい 春の雨にぬれて、獅子はおどる

ふなでだ、ホイ！ ふしぎなはごろも ひみつの湖

きいろいバス キューのふるさとはボルネオの森
小学生記者がナガサキを記事にする
みんなに伝えたい戦争や原爆のこと

みっちりつぶつぶとうもろこし
まぼろしのニホンオオカミ

小学生、なぞのはくせいの正体を追う

宇宙飛行士を支える医師
”宇宙酔い”への挑戦

にこにこモンツキカエルウオ
海でつばさを手に入れる

5300万年前に始まったクジラの挑戦

牛革のランドセルができるまで
手から手へ、皮から革へ。

 

 

子どもたちが充実した夏休みを過ごせるように、昨日「夏休みのくらし」を配布しました。保護者の

皆様にもさくら連絡網で「生徒指導だより」を送付させていただいております。夏季休業中は子ども

たちが楽しみにしている行事等も多い反面、危険も多分に潜んでいます。 

もちろん充実した有意義な夏休みを過ごすことも大切ですが、まずは「安全」を第一に、心身ともに

健康に40日間を送っていただきたいと存じます。内容が重複しますが、配布した「夏休みのくら

し」・「生徒指導だより」をお子様とご確認いただくとともに、特に下記の点にご留意くださいますよ

うよろしくお願いします。 

 【健康面】 

・ 熱中症への対応（こまめな水分補給、休憩） 

【安全面】 

・ 子どもだけでの校区外への外出は禁止 

・ 出かけるときは、行き先・遊ぶ友だち・帰る時刻を把握する。 

・ 遊ぶ場所について 

＜工事現場・川や水路・道路など、危険な場所では遊ばせない＞ 

・ 自転車はルールを守って＜事故が増えています＞ 

・ 人に誘われてもついていかない＜「いか・の・お・す・し」の確認＞ 

 【その他】 

・ お金や物の管理 

＜「貸し」「借り」や、「おごる」「おごられる」、「あげる」「もらう」はトラブルの元＞ 

・ スマホなどの使い方について＜特に SNS が関連するトラブルが後を絶たない＞ 

・ 公園で遊び方＜公園のルール(ボールは使用可か、ごみのポイ捨て等)や仲間はずれに注意＞ 

 

夏休み、本でもいかが？

「夏休みの本」の紹介

 

 

教科書は夏季休業中、原則

学校で保管させていただきま

す。（学年によっては持ち帰

るものもあります。） 

もし、ご家庭で必要な場合

は、担任までご連絡下さい。 


